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今月の問題　児童福祉法・障害者総合支援法の見直しに向けて（２）
ひびき　澤田智洋（コピーライター／世界ゆるスポーツ協会代表理事）

夫として 父として特 集
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を　　めぐるあれこれ
家族観、労働観が変化する中で、男性の家事育児の関わり方も変わってきています。
一方で、仕事と家庭で求められる「像」のギャップ、自他ともに母親を子育てのキー
パーソンと見る風潮、家庭や子どもの障害のことを他人に相談しづらい環境など、男
性の家事育児への参画には特有のハードルがあることも事実。
仕事で活躍することも、日々の家事子育てに楽しさを発見することも、どちらも人生
にインストールできる。そんな道を男も女も歩けるようになるためは何が必要なのか、
男性の側から考えます。

として　父として
「そういう言葉は使わないで」

「話すときは必ずカードを使って」…。
子どもと自然に関わりたいだけなのに、

ＮＧワードや禁止行為が
多すぎていやになる。

子どものことで
相談されたので意見を
返したら、
「そんなのは
ただの正論だ！」と。
もう、なんて答えれば
いいのかわからない。

子どもが小さい時は
仕事が忙しかったので
仕方ないのだけど、
１０代になる頃には妻と子ども
の関係ががっちりできていて、
もはや私が入る場所はない。
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家事・育児を　　めぐるあれこれ

子どもの療育とか学校のこととか、
家事とか、本当は役割を担いたい。

でも、たまに代わっても後からダメ出しばかり。
こちらが関わる隙も余地もないと感じる。

夫として　父として
療育センターでも親の会でも
次々ママ友とつながり、
いつもLINEでやりとりしている妻。

子どものことはママ友たちのほうが
私よりよく知っている。

何日も前から準備して行った旅行も、
出先で息子がパニックを起こして台無し。
イライラして少し声を荒らげると、
妻との空気も険悪に。
どうすればいいのか…。

※コメントは編集部調べ9 手をつなぐ　2022.8 イラストレーション　高村あゆみ


